
　１月13日、二十歳の門出を祝う酒々井町成人式がプリミエール酒々井文化
ホールで開かれました。色鮮やかな振り袖や、真新しいスーツに身を包んだ
新成人たちは旧友や恩師との久々の再会を喜びあっていました。
　式典には新成人141人が出席し、新成人を代表してあいさつした上田夏鈴
さんは「これからも多くのことを学び続けることにより視野を広げ、人間的に
成長することで社会に貢献できる大人になりたい」と話されました。
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京
成
酒
々
井
駅
東
口
自
転
車
等

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
登
録

が
必
要
で
す
。
登
録
条
件
は
京
成

酒
々
井
駅
の
改
札
口
か
ら
直
線
で

３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
居

住
し
て
い
る
方
で
す
。
な
お
、
平

成
30
年
度
の
利
用
登
録
を
し
て
い

る
方
も
、
引
き
続
き
４
月
１
日
㈪

か
ら
利
用
す
る
場
合
は
３
月
29
日

㈮
ま
で
に
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間　
３
月
19
日
㈫
～
３
月

29
日
㈮
（
23
日
・
24
日
の
み
土
・

日
も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。）

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時　

※
23
日
・
24
日
は
、
９
時
～
16
時

受
付
会
場　
ま
ち
づ
く
り
課
（
分

庁
舎
１
階
）
※
23
日
・
24
日
は
中

央
庁
舎
１
階
会
議
室

登
録
手
数
料　
〈
表
〉の
と
お
り

必
要
な
も
の　
利
用
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の

（
免
許
証
・
保
険
証
・
学
生
証
な

ど
）、
印
鑑
、
登
録
手
数
料

※
自
転
車
を
登
録
す
る
方
は
、
車

体
番
号
、
防
犯
登
録
番
号
お
よ
び

車
体
の
色
を
登
録
い
た
だ
き
ま
す
。

原
動
機
付
自
転
車
（
登
録
で
き
る

の
は
総
排
気
量
１
２
５
㏄
以
下
に

限
る
）
を
登
録
す
る
方
は
、
標
識

交
付
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
４
月
１
日
以
降
登
録
が
必
要
と

な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
記
載
し

て
あ
る
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
課
で
登
録
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課　

維
持
管
理
班
☎

１
５
２

千
葉
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

　
黒
田
さ
ん
　

　
　
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
１
月
23
日
に
千
葉
市
青
葉
の
森

公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
30
年
度
千
葉
県
統
計

功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
黒
田

泰
子
さ
ん
が
千
葉
県
統
計
協
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
田
泰
子
さ
ん
は
、
平
成
12
年

に
統
計
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、
国
勢
調
査
、
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
、

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
、
商

業
統
計
調
査
な
ど
数
多
く
の
統
計

調
査
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

酒
々
井
町
議
会
議
員
選
挙
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
平
成
31
年
４
月
21
日
に
酒
々
井

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
同
選
挙
に
伴
い
立
候
補
す
る

方
に
向
け
た
「
立
候
補
予
定
者
説

明
会
」
を
次
の
と
お
り
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

日　

時　
２
月
20
日
㈬　
13
時
30

分
～
（
受
け
付
け
13
時
～
）

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２

多
目
的
室

※
立
候
補
で
き
る
方　
町
議
会
議

員
の
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
方
で
、

４
月
21
日
㈰
現
在
、
満
25
歳
以
上

の
方

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
４

黒
く ろ だ

田　泰
た い こ

子さん

平
成
31
年
度
京
成
酒
々
井
駅
東
口

自
転
車
等
駐
車
場
登
録

＜表＞登録手数料

区分

金額（年間）

自転車 原動機付自転車

一般 3,600円 6,000円

高校生以下 1,800円 6,000円

※町民以外の方は上記金額の 2倍になります

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
が
大
き
く
お
得
で
す
!!

　
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
「
２

年
分
の
前
納
」「
１
年
分
の
前
納
」

「
６
カ
月
分
の
前
納
」「
早
割
」
が

あ
り
ま
す
。

　
毎
月
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
最

大
２
年
分
で
１
５
６
５
０
円
割
引

さ
れ
ま
す
。（
※
平
成
30
年
度
と

平
成
31
年
度
分
の
２
年
分
の
前
納

の
場
合
で
す
。）

　
平
成
31
年
度
分
か
ら
の
前
納
を

希
望
す
る
方
は
、
年
金
手
帳
、
引

き
落
と
し
を
す
る
口
座
の
預
金
通

帳
と
金
融
機
関
届
出
印
を
持
っ
て
、

２
月
28
日
㈭
ま
で
に
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
、
現
金
納
付
に
よ
る
前

納
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

よ
る
前
納
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
手
続
き
等
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６

５

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
広
報

広
聴
班
☎

２
２
３
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町
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付

な
ど
、
窓
口
業
務
に
利
用
す
る
公

用
封
筒
を
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

作
成
し
て
い
た
だ
く
封
筒
は

〈
図
〉の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
応

募
は
法
人
等
の
団
体
、
個
人
事
業

主
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
寄
附
の
お
申
し
出
を
い

た
だ
く
際
に
は
、「
酒
々
井
町
広

告
入
り
公
用
封
筒
寄
附
申
込
書
」

に
企
画
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添

え
て
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
広
告
の
内
容
等
に
よ
っ

て
は
、
お
申
し
出
を
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

封
筒
の
規
格　
角
形
６
号
（
ヨ
コ

１
６
２
㎜
×
タ
テ
２
２
９
㎜
）

寄
附
枚
数　
１
万
枚
程
度

使
用
期
間　
原
則
１
年

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
企
画

財
政
課
管
財
班
☎

２
２
６

＜図＞

広告スペース

窓口用封筒

　大地震などの発生時に備え、全国瞬時警報シ
ステム（Ｊアラート※）から送られてくる国か
らの緊急情報を、防災行政無線放送を用いて確
実に皆さんへお伝えするため、全国一斉情報伝
達試験を行います。
日　時　２月20日㈬　11時
内　容　町内に設置してある防災行政無線スピ
ーカーから、次の放送内容が一斉に放送されま
す。
①上りチャイム音
②「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回
③「こちらは、防災しすいです。」
④下りチャイム音
※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃など
の緊急情報を国から人工衛星などを通じて瞬時
にお伝えするシステムです。
問い合わせ　総務課危機管理室☎ ２１１・２
１２・２１６

防災行政無線を用いた
情報伝達試験を行います 広

告
入
り
公
用
封
筒
を
寄
附
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　全国では、65歳以上の高齢者のうち、毎年３万人以
上が「不慮の事故」で亡くなっており、このうち特に、『誤
嚥等の不慮の窒息』『転倒・転落』『不慮の溺死および溺
水』で亡くなる方は、交通事故よりも多くなっています。
　交通事故、自然災害を除く不慮の事故による総死亡者
数のうち、高齢者の方の割合は８割以上となっており増
加傾向であることや、年代が上がるにつれ、人口当たり
の事故による死亡者数は増えていることなどから、高齢
化に伴う事故のリスクは上昇していると考えられていま
す。

■誤嚥等の不慮の窒息
　「ものが詰まる等」の事故については、『食品』による
ものと、『食品以外の異物』によるものに大別されます。

『食品』では、おかゆ類・もち・ご飯などの主食類が多
くなっており、日常の食事で事故が起きています。

『食品以外の異物』では、包み、袋・薬剤等・入れ歯・
洗剤等によるものが多く、日常生活でよく使用するもの
を誤飲してしまい事故になっていると考えられます。
【注意点（一部）】
・薬などの包装シートは１錠ずつに切り離さない
・食べ物、薬、その他のものは分けて保管する
・食品以外のものを食品用の容器に移し替えない
・詰まらせた場合は、むやみに吐かせようとしない
※吐かせることで症状が悪化することもあります。

■転倒・転落
　『転倒・転落』事故は、75歳以上で急激に増加します。
男性では、屋外での事故が多く、女性では、家屋内での
事故が多くなっています。
　転倒の原因は、家庭内では居室、階段、廊下、玄関、
ベッドなど、家庭外では、道路、階段、店内、エスカレ
ーターなどで事故が発生しています。

【注意点（一部）】
・段差などの危険となる箇所を減らしたり、転倒しても
　大怪我に至らない工夫をする
・時間がたってから異常が出る場合もあるので経過をよ
　く観察する

■不慮の溺死および溺水
　事故の多くが「浴槽」で発生しており、特に冬季（11
月から３月）にかけて多発しています。
【注意点（一部）】
・入浴前に脱衣場や浴室を温める
・湯温は41度以下、つかる時間は10分まで
・浴槽から急に立ち上がらない
・食後や、アルコールが抜けていない状態では入浴しな  
　い
・薬などの服用後は入浴しない
・入浴前には同居者に一声かける

高齢者の事故に注意しましょう

●気になるときは相談を●
　町では消費生活相談窓口を開設しています。事故
の原因が、製品や建物などの不具合によると考えら
れる場合や、不審や疑問を感じた場合はご相談くだ
さい。
�[消費生活相談窓口]
開催日　毎月第１・３・５火曜（予約不要、電話相
談可）
時　間　10時～15時
会　場　役場中央庁舎１階会議室
問い合わせ　経済環境課商工観光班☎ ３４６
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住民税申告と所得税の確定申告は、正しくお早めに
まずは確認してみましょう。あなたの申告2月18日～3月15日

申 告 期 間

スタート 平成31年１月１日現在、酒々井
町に住民登録がありますか？

町・県民税（以下住民税）申告は、１月１日現在の住民登録がある市区町
村へ、所得税申告は現在お住まいの管轄の税務署へ提出してください。

平成30年中に収入はありましたか？あった場合は次のどれにあたりますか？

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい はい

はい はい はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ いいえ

年末調整で所得
1,000万円以下の
同居親族の方の
扶養になっていま
すか？

申告の必要は
ありません。

主に給与収入
（年金＋給与含む）

年金収入のみ 
  （※１）

給与・年金以外に営業・不
動産・農業収入等がある

別居親族の扶養になっている方や、所得
1,000万円を超えるの方に扶養されている
配偶者の方は住民税申告が必要です。

（※１）年金収入のみの方でも、複数から年金を受
給している方や、個人年金などを受給されている方
は申告が必要な場合があります。

（※２）公的年金等の収入が400万円以下の方であ
り、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下である場合には、所得税の確定申
告は必要ありませんが、所得税の還付を受ける場合
は確定申告が必要です。また、確定申告が不要でも
生命保険料控除等を追加する場合は、住民税申告
が必要です。

（※注意）こちらのチャートは目安です。

年末調整は済んでい
て、給与収入は２千
万円以内ですか？

給与以外の所得
がありましたか？

給与以外の所得が
20万円を超えてい
ますか？

所得税の確定申
告が必要です。

年金収入は400万円を
超えていますか？
扶養や保険料控除の
追加などはありますか？

住民税申告または
所得税の確定申告
が必要です。

勤務先から給与支
払報告書が町に提
出されていますか？

住民税申告が必要
です。

所得税の確定申告または
住民税申告が必要です。

年金収入が400万円以
下の方は申告の必要
はありません。（※２）

申告の必要はあり
ません。

２
月
14
日
㈭
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で

２
月
18
日
㈪
か
ら
は
役
場
中
央
公
民
館
で
受
付
開
始

　
申
告
会
場
と
日
時
等
は
、〈
表
〉

の
と
お
り
で
す
。
申
告
初
日
か
ら

数
日
間
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

住
民
税
申
告
と
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
役
場
申
告

会
場
で
は
、
相
談
に
携
わ
る
職
員

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
受
付
時

間
よ
り
前
に
受
け
付
け
が
終
了
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く

は
、
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
の
写
し

　
ま
た
、
親
族
を
扶
養
し
て
い
る

方
は
、
扶
養
し
て
い
る
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の

※
詳
細
は
、
１
月
号
の
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
認
め
印

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

は
、
申
告
者
本
人
の
振
込
先
口
座

が
わ
か
る
も
の

●
収
入
（
所
得
）
関
係
書
類

　
平
成
30
年
分
の
源
泉
徴
収
票

（
給
与
・
年
金
・
報
酬
・
一
時
所

得
等
）
や
作
成
済
み
の
収
支
内
訳

書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
所
得
控
除
関
係
書
類

▼
各
種
社
会
保
険
料
控
除　

　
払
込
証
明
書
等

申
告
に
必
要
な
も
の

＜表＞申告会場と内容
会　　　　場 ①イオンモール成田２階イオンホール ②中央公民館２階研修室

日 時
２月14日㈭～３月15日㈮
９時～16時（提出は17時まで）

２月18日㈪～３月15日㈮
９時～11時、13時～15時

相談・受付内容 所得税、贈与税、個人消費税の申告 所得税の確定申告および住民税の申告

休日相談・受付 ２月24日㈰、３月３日㈰ 土・日・祝日は受け付けを行っていません。

申告書の郵送先
所得税 ⇒〒286-8501　成田市加良部1−15　成田税務署　個人課税部門

住民税 ⇒〒285-8510　酒々井町中央台4−11 酒々井町役場 税務住民課 税の窓口

備　　　　　 考 両会場とも混雑状況により、早めに受け付けを終了させていただく場合があります。
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▼
生
命
保
険
・
地
震
保
険
料
控
除

　
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
証
明
書

▼
障
害
者
控
除　

　

 

障
害
者
手
帳
ま
た
は
そ
れ
に
代

わ
る
書
類

▼
医
療
費
控
除　

　

 

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、
医
療

費
通
知
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
な
ど

※「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」は
、

役
場
税
務
住
民
課
の
税
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
１
月
号
の
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
、
各
種
控
除
証
明
書

※
提
出
の
み
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
告
書
に
記
入
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
、
通

知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書
類
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
次
の
①
～
⑧
に
つ
い
て
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
役
場
申
告
会
場
で
は

完
成
し
て
い
る
申
告
書
の
み
受
け

付
け
し
ま
す
。

① 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
方

② 

譲
渡
所
得
・
配
当
所
得
が
あ
る

方
③
退
職
所
得
が
あ
る
方

④
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

⑤
青
色
申
告
の
方

⑥
贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
申
告

⑦ 

過
年
分
の
申
告
、
そ
の
他
複
雑

な
計
算
を
要
す
る
申
告

⑧ 

事
業
（
営
業
・
農
業
な
ど
）
所

得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
で

収
支
内
訳
書
が
で
き
て
い
な
い

方
⑨ 

準
確
定
申
告

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

へ
ご
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

○ 

成
田
税
務
署
内
に
は
、
申
告
書

の
作
成
や
相
談
の
会
場
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

○ 

作
成
済
み
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
場
合
は
、
土
、
日
、
祝

日
を
除
き
、
税
務
署
１
階
の
総

合
窓
口
で
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

○ 

確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
郵
送

で
提
出
す
る
場
合
は
、
郵
便
ま

た
は
信
書
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
に
よ
る
場
合
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

 　

な
お
、「
本
人
控
え
」
が
必

要
な
方
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　
昨
年
に
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た

方
に
は
町
か
ら
２
月
中
旬
に
住
民

税
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
改
め
て
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

① 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年
金

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の

方
② 

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
町
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

③ 

給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
下

の
所
得
が
あ
る
方

④ 

夫
等
が
単
身
赴
任
や
町
外
の
方

な
ど
、
平
成
31
年
１
月
１
日
現

在
、
酒
々
井
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
方

⑤  

事
業
（
営
業
・
農
業
な
ど
）
所

　

 

得
、
不
動
産
所
得
等
が
あ
り
、

　
確
定
申
告
に
該
当
し
な
い
方

⑥��

所
得
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
収
入

の
な
い
配
偶
者
の
方

※
申
告
会
場
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
住
民
税
申
告
書
は
郵
送
で
の

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

　
郵
送
に
よ
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
の
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。
な
お
、
申
告
受
付
済

証
が
必
要
な
方
は
、
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

　
住
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
算

定
資
料
に
な
る
ほ
か
、
保
育
園
に

入
園
す
る
際
や
融
資
を
受
け
る
際

に
必
要
な
証
明
書
の
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。

　
所
得
が
な
く
、
親
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
方
や
、
遺
族
年
金

・
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所
得

の
み
の
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
上
場
株
式
等
の
特
定
配
当
所

得
お
よ
び
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得

金
額
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民

税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
式
を

選
択
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書

と
は
別
に
住
民
税
申
告
書
を
、
納

税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
日
ま
で

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
変
便
利
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
詳
細
は
１
月
号
の
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

※
税
務
署
か
ら
配
布
さ
れ
る
確
定

申
告
用
紙
は
、
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る

か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
国
税
に
つ
い
て
…

成
田
税
務
署
☎
０
４
７
６（
２
８
）

５
１
５
１
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案

内
し
ま
す
。

　
住
民
税
に
つ
い
て
…
税
務
住
民

課
住
民
税
班
☎

１
１
１
～
１
１

３

町
で
相
談
作
成
で
き
な
い
も
の

住
民
税
申
告
書
は

２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

所
得
が
な
か
っ
た
方
も

住
民
税
申
告
を

上
場
株
式
の
配
当
所
得
等
は

課
税
方
式
が
選
択
で
き
ま
す

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告

便
利
な『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
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酒々井町職員人事行政運営等の状況

職員の人事評価の状況2

職員の任免および職員の数の状況1
⑴　職員の退職・採用の状況

職　　種 平成29年度退職者数 平成30年度採用者数
一 般 行 政 職 1 0 人 1 4 人
技 能 労 務 職  0 人  0 人

（注）退職・採用者には、千葉県、千葉県教育委員会等からの派遣職員を含みます。

⑵　部門別職員数の状況
部　　門

職　員　数
増減数

平成29年度 平成30年度
普通会計
部　　門

一般行政部門 1 2 8 人 1 3 2 人 4 人
教 育 部 門  2 7 人  2 7 人 0 人

小 　 　 　 　 　 計 1 5 5 人 1 5 9 人 4 人
公営企業等会計部門  1 9 人  1 9 人 0 人
合 　 　 　 　 　 計 1 7 4 人 1 7 8 人 4 人

（注）各年度における定員管理調査において報告した部門別職員数です。
一 般 行 政 部 門

教 育 部 門
公営企業等会計部門

： 議会事務局、総務・企画、税務、農林水産、商工、土木、民生、衛生の各部門（教育委員会を除く農業
委員会等の各行政委員会を含む）の総称。

：教育委員会の所管部門の総称。
：水道、下水、その他（国保事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業）の各部門の総称。

　地方公務員法の一部改正に伴い、これまでの勤務評定制度の見直しを行い、新たに能力評価と業績評価からなる人事評価制度を、
一般職のすべての職員を対象に平成28年度から実施しています。なお、平成29年度から昇給に人事評価結果を反映させています。

職員の給与の状況3
一般行政職 （平成30年4月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額⑴ 平均給与月額⑵
酒 々 井 町 4 3 . 2 歳 329,473円 408,480円 394,414円
千 葉 県 4 1 . 3 歳 312,096円 405,061円 −

国 4 3 . 5 歳 329,845円 − 410,940円
（注）１「平均給料月額」とは、一般行政職の職員の基本給の平均です。
　　　２ 「平均給与月額」とは、給料月額と月々支給される扶養手当・地域手当・住居手当・時間外手当等の諸手当の合計です。

（１）は月々支給されるすべての手当を含みますが、（２）は時間外勤務手当等は含んでいません。

 （注）1「対象職員」とは、平成29年１月１日から同年１２月３１
日までの全期間在職した一般職員（教育委員会等の委員会
職員を除く。）をいい、当該期間中に中途採用された者および
退職した者並びに育児休業または休職などの事由のある職員
を除きます。
2「総付与日数」とは、平成29年１月１日現在において各職員
に付与された日数（前年からの繰越日数を含む。）を合計した
ものです。

職員の勤務時間その他勤務条件の状況4
⑴　勤務時間 ⑶　年次有給休暇の取得状況

【参考】�教育委員会等の職員を加えた年次有給
休暇の取得状況

勤　務　時　間 休　憩　時　間
8時30分～17時15分（7時間45分） 12時～13時（60分）

対象
職員数Ａ

総付与
日数Ｂ

総取得
日数Ｃ

平均取得
日数Ｃ/Ａ

消化率
Ｃ/Ｂ

104人 4,052日 938.8日 9.0日 23.2％

対象
職員数Ａ

総付与
日数Ｂ

総取得
日数Ｃ

平均取得
日数Ｃ/Ａ

消化率
Ｃ/Ｂ

146人 5,716日 1274.0日 8.7日 22.3％

（平成30年4月１日現在）

⑵　休暇などの種類
種　類 内　　　　　　　　　　　容

年次有給
休暇

1年度を通じて20日間付与されます。残日数は翌年度に限
り繰り越すことができます。
※取得は、1時間を単位とすることができます。

病気休暇
負傷または疾病のため療養する必要があり、勤務をしな
いことがやむを得ないと認められる場合に承認される休
暇です。

特別休暇 親族の葬儀や出産等の特別な事由により勤務しないこと
が相当である場合に承認される休暇です。

介護休暇 配偶者および二親等以内の親族などの介護をするため、勤務
しないことが相当である場合に承認される休暇です。

育児休業 3歳未満の子を養育するために、承認を受けて職務に従
事しないことができます。

部分休業 小学校入学前までの子を養育するために、承認を受けて勤
務時間の一部について勤務しないことができます。

問い合わせ　総務課総務班☎ ２１３
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5 職員の休業の状況
介護休暇、育児休業および部分休業の取得状況

種　　類
平成29年度取得者数

男性職員 女性職員 合　　計

介 護 休 暇 1 人 0 人 1 人
育 児 休 業 0 人 1 人 1 人
部 分 休 業 0 人 1 人 1 人

分限および懲戒処分の状況6 （平成29年度）
分限処分 懲戒処分

降 任 免 職 休 職 降 給 免職 停職 減給 戒告
0 人 0 人 3 人 0 人 0人 0人 0人 0人

 （注）１「分限処分」とは、職員がその職責を十分に果たすことができ
ない場合に行う処分で、公務の能率維持を目的とします。
２休職事由は、すべて心身の故障のため長期療養を必要とするもの
です。
３「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を
問うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的と
しています。7 職員の服務の状況

　服務とは、公務員が職務遂行上または公務員としての身分に伴って守るべき義務ないし規律のことをいいます。職務上の義務とし
て「法令等および上司の職務上の命令に従う義務」「職務に専念する義務」、身分上の義務として「信用失墜行為の禁止」「秘密を
守る義務」などが規定されています。

職員の研修の状況8
　職員の教養および資質の向上を図ることを目的に、各
職階に応じて求められる役割や望ましい職場行動、職
務遂行に必要な基本的知識などを習得する基本研修、
職務の遂行に必要な専門的かつ高度な専門知識や技能
を集中的に学ぶ専門研修、その他町が直面する課題等
に対応するために必要な知識を学ぶ特別研修をそれぞ
れ実施しています。

職員の福祉および利益の保護の状況9

　職員の生活の安定と福祉の向上を図るために、健康保険に相当
する短期給付、厚生年金に相当する長期給付業務を行う千葉県市
町村職員共済組合に加入しているほか、福利厚生を図るため職員の
互助組織として、職員の互助会費等で運営されている「千葉県市町
村職員互助会」への負担金※①および「酒々井町職員向上会」へ
の補助金※②を支出しています。
※① 基準日（4月1日）現在の標準報酬月額に1,000分の3.6を乗じ

て得た額（年度１回）・・・合計252千円
　②基準日現在の会員一人当たり年額3,200円・・・合計564千円
 　職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するために、
衛生管理者、衛生推進者、産業医による衛生委員会などの運営を
行っています。さらに、事業者責任として職員の健康管理状態を把
握し、健康障害や疾病の早期発見を行うために定期健康診断等を
実施しています。また、職員が勤務中に災害が発生した場合には公
務災害補償制度に伴って補償を行っています。
※公務災害の認定件数・・・２件

　勤務条件に関する措置要求および不利益処分に関する不服申立
てについて千葉県市町村公平委員会の措置等はありませんでした。

⑵利益の保護 （平成29年度）

⑴職員の福祉 （平成29年度）

主な派遣研修など （平成29年度）
研修の名称および派遣先 受講者数等

市 町 村 職 員 中 央 研 修 所 　 ２ 人
千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー 1 4 人
印旛郡市広域市町村圏事務組合 2 5 人
国 土 交 通 省 派 遣 研 修 　 １ 人
千 葉 県 派 遣 研 修 　 １ 人
早稲田大学人材ﾏﾈｼﾞ ﾒ ﾝ ﾄ研究所 　 ４ 人

人 権 セ ミ ナ ー ・ 人 事 評 価 研 修 18 6人
（ 延 べ）

広告

95

95 95 95 95

0120-02-8888
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図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た
め
、

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
図
書

を
返
却
す
る
と
き
は
、
事
務
室
窓

口
ま
た
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
玄
関

入
口
右
側
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

視
聴
覚
資
料
は
破
損
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
は

入
れ
ず
、
直
接
事
務
室
窓
口
へ
お

願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　
２
月
12
日
㈫
～
15
日

㈮※
12
日
㈫
は
全
館
休
館
、
13
～
15

日
は
図
書
館
の
み
休
館
。

問
い
合
わ
せ　
町
立
図
書
館
☎（
４

９
６
）
８
６
８
２

　
図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
が
過

ぎ
た
雑
誌
や
利
用
し
な
く
な
っ
た

本
を
お
譲
り
す
る
「
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
予
約

や
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
３
月
３
日
㈰　
９
時
～

無
く
な
り
次
第
終
了

会
　
場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
町
立
図
書
館
☎（
４

９
６
）
８
６
８
２

　
井
戸
に
メ
ー
タ
ー
器
の
設
置
が

な
く
、
井
戸
水
を
町
公
共
下
水
道

に
排
水
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

家
庭
に
お
住
ま
い
の
人
数
に
よ
り

汚
水
量
を
認
定
し
、
使
用
料
を
算

定
し
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
使
用
料
を
算
定
す
る
た

め
、
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

︽
汚
水
量
の
認
定
方
法
︾

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
世
帯
員
一
人
に
つ
き
一

カ
月
８
㎥
を
汚
水
量
と
認
定
し
ま

す
。

②
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
上
水
道
の
使
用
水

量
に
世
帯
員
一
人
に
つ
き
１
カ
月

４
㎥
を
加
算
し
た
も
の
を
汚
水
量

と
認
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
業
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

　
消
防
組
合
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
を
含
め
た
、
上
級
救
命
講
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
時　
２
月
23
日
㈯　
９
時
～

18
時
（
予
定
）

会
　
場　
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井

町
消
防
組
合
消
防
本
部　
４
階
講

堂　
佐
倉
市
大
蛇
町
２
８
１
（
佐

倉
市
立
白
銀
小
学
校
向
か
い
）

募
集
人
数　
50
人
（
先
着
順
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

受
付
開
始　
２
月
１
日
㈮　
９
時

～
受
付
開
始

参
加
費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
警
防
課

（
救
急
救
助
係
）
☎
（
４
８
１
）

１
２
４
８
、
酒
々
井
消
防
署
（
救

急
係
）
☎
（
４
９
７
）
０
１
１
９

　
移
動
交
番
は
各
種
届
出
の
受
理

や
周
辺
の
警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
沿

っ
た
情
報
発
信
や
犯
罪
抑
止
活
動

を
行
い
ま
す
。

開
設
予
定
日
時
と
場
所

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

２
月
15
日
㈮
、
25
日
㈪　
14
時
～

15
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト

２
月
１
日
㈮
、
18
日
㈪　
14
時
～

15
時
30
分

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ヨ
ー
酒
々
井
店

２
月
５
日
㈫
、
18
日
㈪　
10
時
～

11
時
30
分

※
開
設
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
警
察
署
地
域

課
移
動
交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０

１
１
０

図
書
館
臨
時
休
館
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

お
知
ら
せ

上
級
救
命
講
習
会
の

　
開
催
に
つ
い
て

（
佐
倉
市
八
街
市

　

 

酒
々
井
町
消
防
組
合
）

スマホで読める 広報ニューしすい配信中

ＱＲコードから
「マチイロ」専用
アプリをダウン
ロード

マチを好きになるアプリ

 「広報ニューしすい」有料広告でPRしてみませんか！
申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　４月号掲載希望者は２月25日㈪までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　 05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　 10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　 20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企
画財政課広報広聴班までお問い合わせください。
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎ ２２３

井
戸
水
を
下
水
道
に

排
水
し
て
い
る
方
へ

２
月
の
移
動
交
番

開
設
日
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盛年式のご案内

青少年相談員事業　国史跡　本佐倉城跡で夜空を見上げてみよう！

星空の観察会

 人権教育セミナー
木久蔵流、がんばらない子育て　町では、平成30年度に60歳を迎える方々を対象に、人生の節目を

お祝いし、また今後の人生を楽しく充実したものとしていただく契機
の場として「盛年式」を開催します。
　「新たな人生の始まり　おもいっきり楽しもう！」をテーマに掲げ、
盛年式対象者を含めた実行委員会で、皆さんが楽しめる内容となるよ
う企画しました。
　対象者の方には案内を送付していますので、ぜひご参加ください。
盛年式の案内が届いていない場合はご連絡ください。
日　時　２月24日㈰　９時30分～13時（受け付け９時～）
会　場　中央公民館
主　催　盛年式実行委員会・町・町教育委員会
問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４

　白井天文同好会の協力を得て開催します。星について説明を聞き、
天体望遠鏡で夜空を観察します。
日　時　３月16日㈯　19時～20時（受け付け18時45分～）
※雨天中止
会場・集合場所　本佐倉城跡駐車場
対　象　小学３年生～中学３年生
定　員　30人（申し込み先着順）
参加費　無料
申込締切　３月１日㈮
※定員になり次第、締め切り
申し込み・問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４

　古典落語を中心に演じ、ＴＶ、落語会等、幅
広く活躍されている落語家の林家木久蔵氏によ
る講演会（落語有り）を行います。
　男性と女性が職場・学校・地域・社会で、そ
れぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参
画社会」の形成へ向け、改めて男女共同参画に
ついて考えてみませんか。
日　時　２月14日㈭　10時～11時30分（受け
付け９時30分～、開場９時45分～）
会　場　プリミエール酒々井文化ホール
※駐車場に限りがありますので、満車の際は役
場駐車場をご利用ください。
定　員　３５０人（先着順、事前申し込み不要）
参加費　無料
※手話通訳有り
問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）
５３３４

昨年の式の様子

講
師

林は
や
し
や家
木き

く
ぞ
う

　

久
蔵 

氏

（
落
語
家
） 

　

日　時　２月16日㈯　開場12時～、開演13時～　※参加無料、申し込み不要
会　場　プリミエール酒々井
基調講演
　「室町・戦国期の千葉氏と本佐倉城跡 ‐ 地域からの視点で全体を見る ‐ 」
　 　市村　高男氏（大阪産業大学国際学部国際学科特任教授）
各　論
　「千葉氏と関東足利氏 ‐ 古河公方の房総移座や篠塚陣を中心に ‐ 」
　 　石橋　一展氏（野田市立七光台小学校教諭）
　「本佐倉城と陸上交通 ‐ 外縁部としての和田地区をめぐって ‐ 」
　 　遠山　成一氏（千葉城郭研究会会員）
　「千葉氏と里見氏の香取侵攻」
　 　滝川　恒昭氏（千葉市史執筆員  千葉氏関係史料調査会代表）
　「本佐倉城とその城下の景観復元」
　 　簗瀬　裕一氏（千葉城郭研究会会員）
　「千葉氏と室町文化」
　 　松本　麻子氏（いわき明星大学教養学部地域教養学科准教授）
主　催　酒々井町・酒々井町教育委員会/佐倉市・佐倉市教育委員会
問い合わせ　生涯学習課文化財班 ☎（４９６）５３３４

本佐倉城跡国史跡指定２０周年記念事業講演会

～戦国時代の本佐倉城と千葉氏の歴史～敵を阻む城、にぎわう城下
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功
労
章

団
員　
　
澤
木　
　
貢（
第
８
分
団
）

消
防
指
令　
鈴
木　
嘉
一

（
酒
々
井
消
防
署
）

精
勤
章

団
員　
　
越
川　
徳
史（
第
５
分
団
）

団
員　
　
竹
尾　
謙
一（
第
９
分
団
）

団
員　
　
篠
原　
和
也（
第
12
分
団
）

団
員　
　
宮
野　
隆
志（
第
13
分
団
）

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

消
防
団
員
が
決
意
を
新
た
に

平
成
31
年
町
消
防
出
初
式

 

功
労
章

部
長　
　
吉
田　
晃
之（
第
４
分
団
）

精
勤
章

団
員　
　
髙
梨
子
淳
一（
第
３
分
団
）

団
員　
　
木
内　
　
隆（
第
８
分
団
）

消
防
指
令
補　
櫻
井　
洋
明

（
酒
々
井
消
防
署
）

 

団
員　
　
林　
　
憲
吾（
第
２
分
団
）

団
員　
　
相
京
夕
起
夫（
第
10
分
団
）

団
員　
　
吉
岡　
正
之（
第
11
分
団
）

消
防
指
令
補　
川
口　
文
晴

（
酒
々
井
消
防
署
）

 

功
労
章

団
員　
　
佐
藤　
和
彦（
第
４
分
団
）

団
員　
　
竹
尾　
光
男（
第
９
分
団
）

勤
続
章

団
員　
　
相
京　
徹
哉（
第
１
分
団
）

部
長　
　
江
澤　
勝
哉（
第
３
分
団
）

精
勤
章

副
分
団
長　
池
田　
聡
志（
第
１
分
団
）

団
員　
　
成
毛　
　
豪（
第
３
分
団
）

分
団
長　
山
下　
尭
仁（
第
６
分
団
）

団
員　
　
小
出　
崇
正（
第
７
分
団
）

団
員　
　
加
藤
慎
一
郎（
第
８
分
団
）

部
長　
　
清
宮　
礼
雄（
第
９
分
団
）

分
団
長　
木
村　
敏
大（
第
２
分
団
）

分
団
長　
元
藤　
浩
一（
第
３
分
団
）

分
団
長　
伊
集
院　
充（
第
４
分
団
）

分
団
長　
越
川　
　
武（
第
５
分
団
）

分
団
長　
綿
貫　
雅
久（
第
７
分
団
）

分
団
長　
丸　
　
誠
治（
第
８
分
団
）

分
団
長　
宮
田　
　
賢（
第
11
分
団
）

分
団
長　
鈴
木　
孝
浩（
第
12
分
団
）

分
団
長　
福
田　
　
宏（
第
13
分
団
）

 

消
防
指
令
補　
近
藤　
弘
之

（
酒
々
井
消
防
署
）

 

団
員　
　
藤
崎　
　
亮（
第
３
分
団
）

分
団
長　
越
川　
　
武（
第
５
分
団
）

分
団
長　
竹
尾　
紀
彦（
第
９
分
団
）

消
防
士
長　
小
山　
浩
輝

（
酒
々
井
消
防
署
）

団
員　
　
木
村　
充
宏（
第
２
分
団
）

団
員　
　
京
増　
浩
人（
第
２
分
団
）

副
分
団
長　
伊
藤　
雅
美（
第
２
分
団
）

分
団
長　
木
村　
敏
大（
第
２
分
団
）

団
員　
　
川
﨑　
真
弘（
第
２
分
団
）

副
分
団
長　
林　
　
　
寛（
第
９
分
団
）

団
員　
　
鈴
木　
智
諒（
第
９
分
団
）

分
団
長　
竹
尾　
紀
彦（
第
９
分
団
）

団
員　
　
竹
尾　
謙
一（
第
９
分
団
）

 

元
第
２
分
団　
相
京　
正
巳

元
第
10
分
団　
檜
垣　
　
守

 

竹
尾
美
有
紀

（
第
９
分
団　
竹
尾　
光
男
）

【
千
葉
県
知
事
表
彰
】

町
消
防
出
初
式
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
）

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

【
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰
】

【
千
葉
県
消
防
協
会

　�
印
旛
支
部
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
長
表
彰
】

【
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　�

消
防
組
合
管
理
者
表
彰
】

【
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

����

消
防
組
合
消
防
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
感
謝
状
】

【
酒
々
井
町
内
助
功
労
感
謝
状
】

　
『
酒
々
井
町
消
防
団
』は
、「
自

分
達
の
町
は
自
分
達
で
守
る
」

と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
で
、

災
害
か
ら
人
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
ま
す
。

　
酒
々
井
町
に
は
、
あ
な
た
の

力
が
必
要
で
す
。
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管

理
室
☎

２
１
６

消
防
団
員
募
集

　

新
春
の
年
頭
を
飾
る
恒
例
の

「
酒
々
井
町
消
防
出
初
式
」
が
、

１
月
12
日
に
中
央
台
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
数
の

来
賓
が
出
席
し
、
千
葉
県
知
事
、

千
葉
県
消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
功
労
の
あ
っ
た
消
防

職
・
団
員
に
対
し
て
、
各
種
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
職
団
員
の
代
表
と
し
て
謝

辞
を
行
っ
た
、
町
消
防
団
第
８
分

団
の
澤
木
団
員
は
、「
更
に
一
層
の

精
進
を
重
ね
、
防
災
の
使
命
達
成

の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

千葉県知事功労章を受ける澤木さん

消防団員による分列行進
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文芸コーナー

俳 句

短 歌

境
内
に
仮
屋
も
出
来
て
年
用
意　
　
　
　
　
　
丸
山　
緑
酔

雁
の
群む
れ

一
羽
お
く
れ
て
冬
ざ
る
る　
　
　
　
樺
山
す
け
あ
き

門
柱
に
添
い
て
明
る
き
花
八
ッ
手　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

沼
ほ
と
り
木
立
染
め
つ
つ
冬
日
落
つ　
　
　
　
荒　
　
裕
子

人
だ
か
り
も
る
る
杵き
ね
お
と音
年
の
暮
れ　
　
　
　
　
榎　
　
利
美

幼
子
の
来
て
ゐ
る
夕
べ
は
何
と
な
く
声
あ
げ
笑
ふ
こ
と
多
く
あ
り　
　
　
　
　
　
　
近
藤　
教
子

暮
れ
な
づ
む
道
の
斜な
だ

り
に
か
ら
す
瓜
朱
々
と
し
て
二
つ
三
つ
垂
る　
　
　
　
　
　
　
村
尾
み
ち
子

陽
は
射
し
て
翳か
げ

り
ま
た
さ
し
行
く
雲
に
移
ろ
ひ
や
す
き
わ
が
心
み
る　
　
　
　
　
　
増
田　
冴
子

音
な
く
ば
逝
き
し
と
思
へ
と
言
ひ
し
人
便
り
途
絶
へ
て
二
年
の
過
ぎ
ぬ　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

病
む
夫つ
ま

と
並
ん
で
夕
日
眺
め
た
日
思
い
馳
せ
つ
つ
今
ひ
と
り
見
る　
　
　
　
　
　
　
石
井　
輝
子

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。（敬称略）

（金銭）学校法人堀口学園  昭苑こども園　１０万６千２８７円
　　　  酒々井聖書キリスト教会 　１万円
　　　  編みむめも    ３千円　　  匿名４件  １万１千２１０円

ありがとう

新
春
駅
伝
競
走
大
会

53
チ
ー
ム
２
６
４
人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

　
１
月
19
日
に
総
合
公
園
の
園
路

で
「
第
38
回
酒
々
井
町
新
春
駅
伝

競
走
大
会
」
が
開
か
れ
、
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
53
チ
ー
ム
２
６
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な

り
、
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
応

援
の
方
々
の
熱
い
声
援
を
受
け
な

が
ら
、
園
路
の
特
設
コ
ー
ス
、
約

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
生
懸
命
に

駆
け
抜
け
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い

ま
し
た
。

　
競
争
終
了
後
に
は
、
特
製
と
ん

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
、

湯
気
が
立
ち
上
る
と
ん
汁
を
「
温

か
く
て
美
味
し
い
」
と
言
い
な
が

ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
の
上
位
入
賞

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
一
般
の
部
︼

優　

勝　
酒
々
井
ア
ス
リ
ー
ト
ク

　
11
月
17
日
に
文
京
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
第
18
回
熟
練
者
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
個

人
戦
組
手
の
部
女
子
55
歳
に
お
い

て
、
佐
藤
順
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

ラ
ブ
シ
ニ
ア
Ａ

準
優
勝　
ガ
チ
ン
コ
Ａ
チ
ー
ム（
酒
中
）

第
３
位　
酒
々
井
ア
ス
リ
ー
ト
ク

ラ
ブ
シ
ニ
ア
Ｂ

︻
中
学
生
男
子
の
部
︼

優　

勝　
酒
々
井
中
陸
上
部
男
子
Ａ

準
優
勝　
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

第
３
位　
ス
ー
パ
ー
桜
也
ブ
ラ
ザ

ー
ズ

︻
中
学
生
女
子
の
部
︼

優　

勝　
酒
々
井
中
陸
上
部
女
子
Ａ

準
優
勝　
酒
々
井
中
陸
上
部
女
子
Ｃ

第
３
位　
酒
々
井
中
女
バ
ス

︻
小
学
生
の
部
︼

優　

勝　
暴
走
族
Ｕ
12

準
優
勝　
モ
ッ
コ
リ
島
の
モ
ン
キ

ー
ズ

第
３
位　
チ
ー
ム
バ
カ
ボ
ン

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

第
18
回

熟
練
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

佐
藤
順
子
さ
ん
優
勝

佐
さ と う

藤　順
じゅんこ

子さん

勢いよくスタートした第一走者の参加者たち、一般の部と中学生男子の部（上）、
小学生の部と中学生女子の部（下）
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町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　
平
成
30
年
12
月
１
日
以
降
に
接
種
さ
れ
た

方
は
、
町
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
②
と
同
様
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

補
償
等

　
町
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
、

接
種
後
万
が
一
健
康
被
害
の
あ
っ
た
場
合

に
、
千
葉
県
市
町
村
予
防
接
種
事
故
補
償
等

条
例
に
基
づ
く
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
町
外
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は

前
記
条
例
の
適
応
と
は
な
ら
ず
、
独
立
行
政

法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
基
づ

く
補
償
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

 　
今
年
度
の
対
象
者
の
方
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
期
限
ま
で
に
接
種
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。

対
　
象　
次
の
①
、
②
の
う
ち
、
今
ま
で
に

一
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方

①
平
成
31
年
３
月
末
時
点
で
、
年
齢
が
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有

す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

　
　
　
　
　
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　
風
し
ん
が
成
人
の
間
で
流
行
し
て
い
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、
免
疫
力
の
な
い
女
性
が
妊
娠

初
期
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
難
聴
や
心
疾

患
、
白
内
障
を
主
症
状
と
す
る
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
妊
婦
の
感
染
予
防
を
一
層
強
化
し
、

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を
予
防

す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
予
防
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
に
、
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

対
　
象　
次
の
⑴
～
⑸
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方

⑴
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
お
い
て
、
満
18

歳
以
上
で
、
か
つ
、
町
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

⑵
風
し
ん
に
り
患
し
た
こ
と
が
な
い
方
ま
た

は
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
下
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方

※
抗
体
検
査
を
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
実
施
し
て
い
な
く
て
も
対
象
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑶
妊
娠
を
予
定
も
し
く
は
希
望
し
て
い
る
女

性
お
よ
び
配
偶
者
ま
た
は
妊
婦
の
配
偶
者

（
事
実
婚
も
含
む
）

⑷
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
以
上
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
方

⑸
過
去
に
予
防
接
種
の
助
成
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方

助
成
額　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン　

５
０
０
０
円
（
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

使
用
し
た
場
合
３
０
０
０
円
）

※
現
在
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
主
に
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
）
で
す
。

申
請
受
付
開
始　
平
成
31
年
１
月
15
日
～

※
接
種
費
用
の
助
成
対
象
は
、
平
成
30
年
12

月
１
日
以
降
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

接
種
場
所

①
町
内
契
約
医
療
機
関

②
町
外
医
療
機
関

申
請
方
法

町
内
契
約
医
療
機
関〈
表
〉で
接
種
す
る
場
合

①
平
成
31
年
１
月
15
日
以
降
に
接
種

　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
印
鑑
を
持
参
の
上
、

申
請
を
し
て
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
医
療
機
関
に
予
診
票
を
持
参
し
接
種

を
受
け
、
接
種
金
額
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関

に
は
事
前
に
予
約
を
し
て
か
ら
行
き
ま
し
ょ

う
。

②
平
成
30
年
12
月
１
日
～
平
成
31
年
１
月
14

日
に
接
種

　
医
療
機
関
で
接
種
し
た
後
、
必
要
書
類
を

持
参
し
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　
領
収
証
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証

な
ど
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
等
が
わ
か

る
書
類
、
印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

※
接
種
翌
日
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
②
共
通

　
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
方
は
、
申
請

時
に
抗
体
検
査
の
結
果
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

※
対
象
の
方
に
は
平
成
30
年
３
月
末
に
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

接
種
方
法　
希
望
す
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
を
持

参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
内
契
約

医
療
機
関
〈
表
〉
に
て
予
診
票
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
に
は
事
前
に
予
約
し
て

か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
費
用　
３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
事
前
に
生
活
保

護
受
給
証
を
取
得
し
、
接
種
時
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
機
関　
町
内
契
約
医
療
機
関
〈
表
〉

接
種
期
限　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

医療機関名 電話番号
まえだ医院 ☎４９６−３６１０

林内科小児科医院 ☎４９６−３１７０

森のクリニック ☎４９６−６７７０

しすい整形クリニック ☎４８１−６６１１

＜表＞町内契約医療機関
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会場：保健センター
今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0 〜 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時〜翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時〜23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診　療　日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
　　  ９時～17時
　　 19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科 ２月11日 10時～17時

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ（単
抗原）・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小児
用肺炎球菌・水痘・B 型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1 年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

高齢者 肺炎球菌

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

成
田
赤
十
字
病
院

 「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の
お
話
と
骨
密

度
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

日
　
時　
３
月
１
日
㈮　
10
時
～
11
時
30
分

会
　
場　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

対
　
象　
71
歳
以
上
（
昭
和
23
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
女
性

内
　
容　
講
話
、
か
か
と
の
骨
密
度
超
音
波

測
定

※
昨
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
　
員　
30
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー 

日 内　　　容 時　　　間

6日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ30. 3月生

受付
10時～11時

4か月児
Ｈ30. 9月生

受付
13時30分～14時30分

13日㈬ 1歳6か月児健康診査
H29.6月・7月生

受付
12時45分～13時15分

27日㈬ 2歳児歯科健康診査
H28.4月・5月・6月生

受付
13時～13時30分

4日㈪
18日㈪
25日㈪

健康相談・歯科健康相談 9時30分～11時

日　時　２月26日㈫　13時30分～16時
会　場　役場中央庁舎１階会議室
※今回の献血は200・400
ミリリットルです。

献血にご協力を

　
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
病
院

の
役
割
と
そ
の
働
き
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
皆
様
に
感
謝
す
る
機
会
と
す
る
た
め
に
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
２
月
23
日
㈯　
10
時
～
15
時

会
　
場　
成
田
赤
十
字
病
院

参
加
費　
無
料

内
　
容　
院
内
探
検
ツ
ア
ー
、
医
師
・
看
護

師
・
薬
剤
師
体
験
、
健
康
相
談
、
疾
病
予
防

コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
記
念
品
の

贈
呈
）
な
ど

問
い
合
わ
せ　
成
田
赤
十
字
病
院
経
営
管
理

課
☎
０
４
７
６
（
２
２
）
２
３
１
１
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　株式会社ナリタヤは、買物困難者対
策として、町と協力のもと、移動スー
パー「とくし丸」を２月７日㈭から運
行します。
　なお、町は今後、ナリタヤと高齢者
に関する「見守り協定」を締結し、高
齢者の異変に注意し、必要な支援につ
なげていきます。
問い合わせ　株式会社ナリタヤ☎０４
７６（９５）９１１１、経済環境課商
工観光班☎ ３４５

　里山からアルプ
スまで、山歩きを
楽しみませんか。
活動内容　毎月１
～２回、土曜日の
日帰りを中心に中
央公民館前から貸し切りバスを利用し
た活動をしています。
会員状況　現在会員数は70余名で男女
ほぼ同数です。
入会資格　町内在住または在勤の、３～
４時間以上の歩行が可能で団体行動が
できる方。
会費　入会金１,０００円、年会費１,
１５０円、その他保険料約２,０００円
申し込み・問い合わせ　酒々井ハイキ
ングクラブ　藤崎☎（４９６）０４３
６、下沢☎（４９６）８１３８

　労災事故後の補償相談をはじめ労災
に関する様々な問題に、弁護士や労働
安全衛生管理者、ソーシャルワーカー
などが相談にのり問題解決にあたりま
す。参加費は無料、予約は不要です。
当日直接会場へお越しください。
日時　２月23日㈯　13時～16時
会場　千葉市中央コミュニティセンター
問い合わせ　千葉中央法律事務所☎（２
２５）４５６７
 

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月2日㈪～5月1日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月2日㈪～随時
平成30年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈫に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
2月28日㈭まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第８期
第６期
第８期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

２月の

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
７日㈭、21日㈭ 　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
14日㈭、28日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談 12日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３３
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３３
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 12日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
 ５日㈫
19日㈫　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 今月の年金相談はございません。 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

移動スーパーとくし丸
いよいよ始まります！

酒々井ハイキングクラブ
会員募集

募　集

労災職業病なんでも相談会

相　談
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　「傾聴」とは、耳を傾けて熱心に話
を「聴く」ことです。「傾聴」の技術
について皆さんで学び、日常生活に役
立ててみませんか？　
①傾聴入門講座
日時　３月８日㈮　13時30分～15時30分
会場　中央公民館工芸室
内容　傾聴についての講義、簡単な実技
②傾聴スキルアップ講座
日時　３月15日㈮　13時30分～15時30分
会場　中央公民館学習室
内容　傾聴技術のレクチャー、実技（応用）
※「スキルアップ講座」については、
以前、もしくは今回の入門講座を受講
した方のみ
①②ともに
定員　30人
参加費　無料
講師　ＮＰＯ法人スピリッツ
申込期限　３月１日㈮
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　印旛特別支援学校の生徒が、日ごろ
の作業学習で製作した作業製品を販売
します。ぜひ、お越しください。
「中学部」
日時　２月20日㈬　10時30分～14時10分
会場　イオンタウンユーカリが丘店１
階さくらの広場（佐倉市西ユーカリが
丘６－12－３）
内容　染め物製品、機織り製品、竹炭
製品、木工製品などの販売
「高等部」
日時　２月22日㈮　10時～14時30分　
会場　ユアエルム成田店１階センター
プラザ（京成公津の杜駅徒歩１分）
内容　ビーズ製品、木工製品、紙工製
品、陶芸製品、手芸製品、コンクリー
ト製品、野菜などの販売
問い合わせ　千葉県立印旛特別支援学
校☎０４７６（９８）２２００

　しすいオレンジカフェは、認知症の
方やそのご家族、認知症に関心のある
方など、誰でも参加でき楽しく過ごせ
る場所です。出入り自由ですのでお気
軽にご参加ください。出会い、おしゃ
べりで認知症を理解していきませんか。
日時　２月23日㈯　10時～12時
会場　プリミエール酒々井
ミニ講座　「介護保険制度を利用し自
分らしく生きるために」
講師　エコトピア酒々井居宅介護支援
事業所介護支援専門員　茂野由紀氏
※ミニ講座は11時～11時30分
参加費　無料（コーヒー、紅茶、クッ
キーなど提供）
問い合わせ　酒々井町地域包括支援セ
ンター（役場西庁舎１階）☎（４８１）
６３９３

　千葉県福祉人材センターでは、社会
福祉施設・事業所等へ就職を希望する
方を対象に、「福祉のしごとミニ就職
フェア」を開催します。
日時　２月14日㈭　14時～16時30分　
（受付13時30分～）
会場　ペリエホールＡＢルーム（千葉
市中央区新千葉１－１－１）（ＪＲ千
葉駅から徒歩０分、京成千葉駅から徒
歩１分、モノレール千葉駅から徒歩１
分）
※申し込みは不要です。当日、直接会
場へお越しください。
※参加費無料、履歴書不要
問い合わせ　千葉県社会福祉協議会千
葉県福祉人材センター☎（２２２）１
２９４ http://www.chibakenshakyo.
net/

日時　２月３日㈰　13時～15時30分　
（開場12時30分～）
会場　赤坂ふれあいセンター大会議室
（成田市赤坂２－１－14）
内容
第一部「尿路結石について」
講師　成田赤十字病院泌尿器科　医師
馬場晴喜氏
第二部「肺がん診療の実際」
講師　千葉大学医学部附属病院　成田
赤十字病院肺がん診療センター　特任
教授　成田赤十字病院呼吸器外科　部
長　澁谷潔氏
定員　１００人（申し込み先着順）
参加費　無料
申込方法　①電話での申し込み　成田
赤十字病院社会課健診係「２月３日公
開健康講座」あて☎０４７６（２２）
２３１１
②病院内での申し込み　申込用紙は総
合案内、健康管理センター16番窓口
にあります。
③インターネットからの申し込み　成
田赤十字病院ホームページより、専用
フォームに入力し送信してください。
問い合わせ　成田赤十字病院社会課☎
０４７６（２２）２３１１ ０４７６
（２２）１３１１

　町民の皆様におかれましては、平成
30年10月１日から実施しております赤
い羽根共同募金運動に、ご理解、ご協
力をいただき、誠にありがとうござい
ます。
　集められた募金は、千葉県共同募金
会に全額送金された後、各市町村社会
福祉協議会に配分され、地域福祉の推
進のため様々な事業に使われます。
　また、12月に行われた歳末たすけあ
い募金は、福祉施設等への見舞金や一
人暮らしの高齢者へのおせち料理の配
布などに使われました。ご協力ありが
とうございました。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５

朝市 夕市

木曜市
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）インフォメーション

催し・講座

 平成30年度
福祉のしごとミニ就職フェア

 成田赤十字病院
公開健康講座

お知らせ
赤い羽根共同募金・

歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました。

２月のしすいオレンジカフェ
認知症を地域で支えよう

よしきりフェア
印旛特別支援学校  販売会

傾聴入門講座
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　24日㈰　8:30 ～ 12:00

酒々井町子育て支援センター　あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 2月

２月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　4、12、18、25日　　　　  　　　
　　　　図書館　　   4、12、13、14、15、18、21、25日
問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　 ９日㈯　10時30分～
　　　　　　　　24日㈰　15時～
わらべうたの会　14日㈭　10時30分～

図書館

しょうえん「こども こそだてルーム」

◆
発
行
・
編
集
／
酒
々
井
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
班

〒
285－

8510　
千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
中
央
台
４
－
11

☎
043（

49
6）
1171　

◆
毎
月
１
回
１
日
発
行

人
口
と
世
帯
数
 平
成
31年

１
月
１
日
現
在
※
（
 ）
内
は
前
月
比

人
口
 20,830人

（
－
40）
男
10,340（

－
14）
女
 10,490（

－
26）

世
帯
数
 9,821 （

－
18）

人
口
と
世
帯
数
 平
成
30年

12月
１
日
現
在
※
（
 ）
内
は
前
月
比

人
口
 20,866人

（
－
52）
男
 10,363（

－
25）
女
 10,503（

－
27）

世
帯
数
 9,830 （

－
36）

広
報
ニ
ュ
ー

し
す
い

広
報
ニ
ュ
ー

し
す
い

◆
 酒
々
井
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.tow

n.shisui.chiba.jp/
※
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た「
声
の
広
報
」は
、社
会
福
祉
協
議
会

☎（
496）6635

人
口
 20,909人

（
－
10）
男
 10,370（

－
16）
女
 10,539（

＋
6）

世
帯
数
 9,845 （

＋
18）

JR酒々井駅東口周辺を清掃する皆さん

清掃活動に参加した方々

みんなおいでよ！園庭開放

会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎（３１２）４７９７、
☎（４９６）３２３８
※乳児用園庭開放　随時実施中
※幼児用園庭全面開放日　2月1日㈮10時～11時30分
※昭苑こども園バザー　2月9日㈯9時～11時30分

[訂正とお詫び]
広報1月号、人口と世帯（平成30年12月1日現在）
の世帯数につきまして、正しくは「9,839」でし
た。訂正してお詫び申し上げます。

酒々井町シルバー人材センター会員
町内道路掃除をボランティアで実施

日　　時 内　　　容
  4日㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
  5日㈫ 11時 ふれあい遊び
  7日㈭ 13時 おもちゃの病院
  8日㈮ 10時30分 わらべうた（斉藤さん）
12日㈫ 10時 編みむめも
14日㈭ 11時 子育て講話『予防接種の話』（町保健師）
18日㈪ 11時 つくって遊ぼう　鳴子製作
20日㈬ 11時 誕生会（ベルの会）
25日㈪ 10時30分 折り紙の会

26日㈫ 10時30分 ジーバーズ(飛び出す紙芝居・ハン
ドマッサージをしてみませんか？ )

27日㈬ ①10時
　 　　 ②10時45分

アイシングクッキー体験教室
※参加費500円、要予約

※2/28㈭の9時から11時はスタッフ会議のため、保育士は不在です。
会場・問い合わせ　酒々井町子育て支援センター　あいあい
☎（２９０）９７９０

日　　時 内　　　容
  7日㈭ 10時10分 はじめて見学会
  9日㈯   9時45分 土曜開放日
15日㈮ 10時30分 作ってあそぼう！雪だるま製作

19日㈫ 10時10分 栄養士講話　『こども園の給食につ
いて』※先着3名試食可

25日㈪～28日㈭ 10時 子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類等）

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021

13日㈬ パネルシアター
乳
幼
児
と
保
護
者

27日㈬ 紙芝居

中央保育園
☎（496）1274

  6日㈬ 親子で体操
13日㈬ 大型絵本
20日㈬ 読み聞かせ
27日㈬ 親子で体操

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

　昨年12月26日、酒々井町シルバー人材
センター会員有志の皆さん（21人）が、町内
道路清掃活動を行いました。この活動は３年前
から毎年年末に行わており、日ごろからお世話
になっている町の皆さんへの感謝の気持ちと
地域貢献活動（地域の美化）の一環として、
ボランティアで実施されています。
　当日は、ＪＲ酒々井駅東口、西口周辺と京成
酒々井駅につながる道路脇のゴミ拾いや、
伸びた草の除草作業を行い、軽トラック１台分
のゴミ等が処分されました。
　同センターでは、町内小学校の剪定ボラン
ティア活動も行っており、今後も更に町民の
皆さんがより快適に暮らしていけるような、
地域貢献活動を増やしていくそうです。


